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事業執行に関する基本方針
「とちぎ未来創造プラン」および「県土づくりプラン2021」の中間年となる令和5（2023）年度は、
物価高騰等の急激な社会経済情勢の変化にも柔軟に対応できるよう、プランに掲げた各施策を
より積極的に推進し、インフラの整備、維持、管理を通じて、管内の地域発展に努めます。

管内の概要 管内の概要
　大田原土木事務所の管内は、栃木県の北東部に位置し、大
田原市、那須塩原市、那須町の2市1町からなっています。総
面積は、約1,319k㎡で県土の約21％、人口は約21万人で県
全体の約11％を占めています。
　地形的には、北に那須連山、東は八溝山地、西は高原山、南
は喜連川丘陵と四方を山地に囲まれ、中央部は那須連山に
源を発する那珂川と白倉山に源を発する箒川に囲まれた広
大な那須扇状地帯です。
　また、日光国立公園や八溝県立自然公園等に代表される
自然環境と、明治の元勲たちによる開拓農場や那須疎水に
よる開拓の歴史及び文化等が調和した地域でもあります。
　施設管理の状況として、道路は、国県道合わせて53路線、
延長約646㎞となり県が管理する国県道全体の約18％を占
めています。河川は、那珂川水系が73河川で延長約592㎞、
久慈川水系が2河川で延長約10㎞、河川延長については県
全体の約24％を占めています。
　そのほか、砂防指定地が222箇所で面積約1,353ha、急傾
斜地崩壊危険区域指定地が31箇所で面積約30ha、地すべ
り防止区域指定地が2箇所で面積が約16haあります。

・「とちぎ未来創造プラン　2021-2025」
・「とちぎ創生15（いちご）戦略（第２期）」
・「とちぎの未来を築く「県土づくりプラン2021」」

●成長を支える広域道路ネットワークの充実・強化
　・国道４００号　西赤田（那須塩原市） ・国道４００号　新富町（大田原市）　　
　・3･4･1号中田原美原線　城山（大田原市） ・国道４６１号　黒羽BP（大田原市）
●誰もが安全で安心して利用できる道づくり
　・西那須野薄葉線　太夫塚（那須塩原市） ・大子那須線　富岡（那須町）
●快適で円滑な移動を支える道づくり　
　・大田原氏家線　親園佐久山BP（大田原市） ・西那須野那須線　黒磯那須BP（那須塩原市、那須町）
　・西那須野那須線　西遅沢（那須塩原市） ・矢板那須線　堰場（那須塩原市）
　・豊原高久線　高久駅前（那須町） ・3･3･3号野崎こ線橋通り　野崎（大田原市、那須塩原市）
　・大子黒羽線　須賀川鹿島（大田原市） ・黒磯棚倉線　梓（那須町）
●未来を見据えた持続可能な道路維持管理
　・スマートフォンを活用した維持管理体制のＤＸ化 ・橋梁の長寿命化対策（全市町）　

　事業の執行、関係機関との関わり方、職員の育成、ライフワークバランスについて、テレワークやＤＸなどの活用により、さ
らなる事務事業の効率化を図ることで、働き方改革を一層推進します。

●道路のパトロール
●損傷した路面や側溝の補修
●路面清掃　●法面点検
●橋梁、トンネル等の点検及び
補修工事
●道路照明灯や案内標識の設置
●除草、街路樹の剪定
●道路の除雪
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道路1

道路事業 1

●調節池、河積断面確保、堤防強化緊急プロジェクトや防災・減災対策の推進
　・鹿島川　中央（大田原市） ・熊川　島方（那須塩原市）
　・蛇尾川　笹沼（那須塩原市） ・堆積土砂除去　余笹川　外（那須町　外） 
●人的被害軽減のためのソフト対策
　・浸水想定区域図の追加　高野川　外（大田原市、那須塩原市、那須町）　
　・土砂災害警戒危険区域の住民への周知（全市町）　

河川・砂防事業 2

●那須高原地域の渋滞対策の推進 ・那須高原線　広谷地（那須町）
 ・那須西郷線　池田（那須町）
●魅力ある水辺環境を創出する多自然川づくりの推進
 ・鹿島川　中央（大田原市）

魅力的で
活力あふれる
地域づくり
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執務に関する基本方針
社会情勢の潮流を先読みし、積極的に新た
な取組みや施策に挑戦します。
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働き方改革の推進に関する基本方針 3

挑　　戦 1
管内市町や関係機関等との連携により、挑
戦を成果に結びつけます。 連携・協働 2

様々な課題や県民ニーズに対し、スピード
感をもって取り組みます。 県民目線 3

職員の挑戦する気持ちを伸ばすことにより、
「チーム大田原」としての組織力を高めます。 職員育成 4

一人ひとりが健康でのびのびと能力を発揮
できるよう、活力のある職場を創出します。 健康管理 5

道路を常に安全で快適な状態に保つために、
次のような業務を実施しています。

●河川のパトロール
●損傷した河川堤防の補修
●河川清掃
●河川構造物（護岸、根固工、床
固め等）点検及び補修工事
●油流入等による異常水質対応
●雑草の刈り払い

河川2 河川を常に安全で潤いのある状態に保つため
に、次のような業務を実施しています。

許認可事務許認可事務

公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています

建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）

道路法1

●建築確認申請
　建物を建てるときは、建築基準法により
建築確認申請が必要となります。

●建設リサイクル法
　対象建設工事を行う場合は、特定建設資
材を現場で分別すること及び工事に着手す
る日の7日前までに届出をすることが必要
です。

●特殊建築物等の定期報告制度
　特殊建築物等の所有者（所有者と管理者
が異なる場合は管理者）は、定期に一級建築
士又は二級建築士若しくは資格者証の交付
を受けた調査員（検査員）によりその建築物
等を調査（検査）し、その結果について報告
が必要です。

大田原土木事務所発注の公共工事に伴う建設発生土は、これまで関連工事や他の公共工事との調整を行いながら処理を進めて参りま
したが、更なる建設発生土の有効活用を図るため、一定の要件を満たす民有地についても対象を拡大し、建設発生土の受入候補地を
試行的に募集しています。詳細は大田原土木事務所のホームページをご確認下さい。

土砂災害防止法4
　土砂災害特別警戒区域内で特定の開発行為を行う場合に
は、許可が必要となります。

①道路占用許可

河川法2

　道路を使用（占用）する場合には、許可が必要となります。

　河川区域内において土地を使用（占用）したり制限行為（工
作物の設置、盛土、切土等）を行う場合や、河川保全区域内に
おいて制限行為を行う場合には、許可が必要となります。

②道路工事施行承認
　道路の法面埋立て、歩道切り下げ等による車両乗入口の設置、
取付け道の設置等、県が管理する道路と関係する工事を行う場
合には、承認が必要となります。

砂防法など

①砂防指定地（砂防法）　　
②急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地法）
③地すべり防止区域（地すべり等防止法）
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　次の区域内で制限行為（盛土、切土等）を行う場合には、各
法律に基づく許可が必要となります。

●長期優良住宅
　長期優良住宅の認定は、土木事務所の窓
口に直接申請してください。

●栃木県景観条例
■大規模行為届出
　次のような行為は、栃木県景観条例に基
づく届出が必要です。
・一定基準を超える高さや建築面積の建築物
・一定基準を超える高さや築造面積の工作物
・一定基準を超える面積の開発行為
※塩谷町のみ
　（矢板市、さくら市、那須町は各市町の景
観条例が適用になります。）

●建築台帳等記載事項証明書
　確認済証または検査済証を紛失し、各種
手続に添付書類として必要な場合に、土木
事務所保存の台帳に記載されている事項の
証明書を発行しています。 （例：不動産売買
のため、建物表示登記のため、金融機関提出
書類等）
※発行には手数料が必要となります。

栃木県 大田原土木事務所
〒324-8765 栃木県大田原市本町2丁目2828番地4
電話0287-23-6611（代表） FAX0287-23-5946/8490
E-mail:otawara-dj@pref.tochigi.lg.jp
HPアドレス http://www.pref.tochigi.lg.jp/h57/

大田原土木事務所管内の市町
大田原市　　面積354.36k㎡   人口 70,825人
那須塩原市　面積592.74k㎡   人口 114,487人
那須町　　　面積372.34k㎡   人口 23,341人

区　分
面積
人口
市町村数

栃木県（Ａ）事務所管内（Ｂ）調査年月日 Ｂ/Ａ

路線数
延長
舗装率
改良率
路線数
延長
舗装率
改良率

一級河川数
一級河川延長
箇所数
面積

県管理国道及び県道延長合計 
県管理国道及び県道橋梁数

6,408k㎡
1,902,023人

25市町
12路線

691,592ｍ
99.6％
98.8％
294路線

2,884,312ｍ
96.5％
88.1％

3,375,904ｍ
2,806橋
292河川

2,474.17㎞
1,597箇所
7,241.51ha
7,196戸

413,344ha
30,119ha
38,874ha

1,319k㎡
208,653人

3市町
3路線

109,085ｍ
100％
99.2％
50路線

537,194ｍ
89.8％
86.1％

646,279ｍ
395橋
75河川

602.08㎞
222箇所（122箇所）

1,353.16ha
450戸

79,075ha
̶     

4,170ha

R5.1.1
R5.3.1
〃

R4.4.1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

R5.4.1
〃

R5.3.31
〃

R5.4.1
〃
〃
〃

20.6%
11,0%
12.0%
25.0%
15.8%
̶   
̶   

17.0%
18.6%
̶   
̶   

18.1%
14.1%
25.7%
24.3%
13.9%
18.7%
6.3%
19.1%
̶   

10.7%

県営住宅数
都市計画区域
市街化区域
用途地域

県管理国道

県管理

砂防指定地

県道
（公社管理除く）

総　務　課

保全管理課

企画調査課

用地第一課

用地第二課

整備第一課

整備第二課

保全第一課

保全第二課

・土木工事の入札契約
・庶務、建設業の許可

■ 職員数　78人
・各種法律に基づく許可
・道路、河川の管理

・土木事業の計画調整
・工事業務委託の監督
・公共用地の取得、補償、登記
 （大田原市、那須町）
・公共用地の取得、補償、登記
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （那須塩原市）

（事務職員25人、技術職員46人、現業職員7人）
■ その他職員　16人
（派遣職員3人、用地事務支援員3人、道路河川監視員7人、事務補助員3人）・建築関係法令に基づく事務

……………7名

（課員）

………………5名

…………7名

……………8名

…………………6名

……………9名

…………………7名

…………15名

…………………7名

…4名

申請の流れ 工事の流れ

建
築
確
認

完
了
検
査

建築物の計画が、
建築基準法その
他の関係法令に
適合しているか
を確認します。

右表規模以
上の工事に
ついて、分
別解体等及
び再資源化
等が義務付
けられます。

工事が完了した
段階で、その建
築物が法令基準
に適合している
かを検査します。

建築物確認申請

確認済証

完了検査申請

検査済証

物件引渡

工事監理とは、工事
が設計計画のとおり
実施されているかど
うかを、照合・確認
することをいいます

工事監理

建築計画の作成

工事監理者選任

工 事 着 工

建 築 工 事

工 事 完 了

完 成

使 用 開 始

建築士の資格を有する者

建築士の資格を有する者 特定建設工事の種類

建築物の解体

建築物の新築・増設

建築物の修繕・模様替（リフォーム等）

※公共工事については県知事宛「通知書」の提出が必要となります。
　（提出先：所轄土木事務所企画調査課）

規模の基準

80㎡

500㎡

1億円以上

500万円以上

届出先

建築指導担当

建築物以外のものの解体・
新築等（土木工事等）

管　理　部

企画調査部

用　地　部

整　備　部

保　全　部

建築指導担当

所　長

次　長
（事　務）

次　長
（技　術）

※那須塩原市内は那須塩原市、
　大田原市内は大田原市が所管

人口：令和５年3月1日現在
面積：令和５年1月1日現在

県政の基本指針 県政の基本指針
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大田原土木事務所案内図

宇都宮市

足利市栃木市

佐野市

日光市

小山市

真岡市

矢板市

益子町

茂木町

市
貝
町 芳賀町

壬生町

野木町

那須塩原市

高根沢町

さくら市

那須町

塩谷町

上三川町

鹿沼市

大田原市

下野市

那須烏山市

那珂川町

大田原土木事務所
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　また、日光国立公園や八溝県立自然公園等に代表される
自然環境と、明治の元勲たちによる開拓農場や那須疎水に
よる開拓の歴史及び文化等が調和した地域でもあります。
　施設管理の状況として、道路は、国県道合わせて53路線、
延長約646㎞となり県が管理する国県道全体の約18％を占
めています。河川は、那珂川水系が73河川で延長約592㎞、
久慈川水系が2河川で延長約10㎞、河川延長については県
全体の約24％を占めています。
　そのほか、砂防指定地が222箇所で面積約1,353ha、急傾
斜地崩壊危険区域指定地が31箇所で面積約30ha、地すべ
り防止区域指定地が2箇所で面積が約16haあります。

・「とちぎ未来創造プラン　2021-2025」
・「とちぎ創生15（いちご）戦略（第２期）」
・「とちぎの未来を築く「県土づくりプラン2021」」

●成長を支える広域道路ネットワークの充実・強化
　・国道４００号　西赤田（那須塩原市） ・国道４００号　新富町（大田原市）　　
　・3･4･1号中田原美原線　城山（大田原市） ・国道４６１号　黒羽BP（大田原市）
●誰もが安全で安心して利用できる道づくり
　・西那須野薄葉線　太夫塚（那須塩原市） ・大子那須線　富岡（那須町）
●快適で円滑な移動を支える道づくり　
　・大田原氏家線　親園佐久山BP（大田原市） ・西那須野那須線　黒磯那須BP（那須塩原市、那須町）
　・西那須野那須線　西遅沢（那須塩原市） ・矢板那須線　堰場（那須塩原市）
　・豊原高久線　高久駅前（那須町） ・3･3･3号野崎こ線橋通り　野崎（大田原市、那須塩原市）
　・大子黒羽線　須賀川鹿島（大田原市） ・黒磯棚倉線　梓（那須町）
●未来を見据えた持続可能な道路維持管理
　・スマートフォンを活用した維持管理体制のＤＸ化 ・橋梁の長寿命化対策（全市町）　

　事業の執行、関係機関との関わり方、職員の育成、ライフワークバランスについて、テレワークやＤＸなどの活用により、さ
らなる事務事業の効率化を図ることで、働き方改革を一層推進します。

●道路のパトロール
●損傷した路面や側溝の補修
●路面清掃　●法面点検
●橋梁、トンネル等の点検及び
補修工事
●道路照明灯や案内標識の設置
●除草、街路樹の剪定
●道路の除雪

1

道路 1

道 路 事 業1

●調節池、河積断面確保、堤防強化緊急プロジェクトや防災・減災対策の推進
　・鹿島川　中央（大田原市） ・熊川　島方（那須塩原市）
　・蛇尾川　笹沼（那須塩原市） ・堆積土砂除去　余笹川　外（那須町　外） 
●人的被害軽減のためのソフト対策
　・浸水想定区域図の追加　高野川　外（大田原市、那須塩原市、那須町）　
　・土砂災害警戒危険区域の住民への周知（全市町）　

河川・砂防事業2

●那須高原地域の渋滞対策の推進 ・那須高原線　広谷地（那須町）
 ・那須西郷線　池田（那須町）
●魅力ある水辺環境を創出する多自然川づくりの推進
 ・鹿島川　中央（大田原市）

魅力的で
活力あふれる
地域づくり

3

執務に関する基本方針
社会情勢の潮流を先読みし、積極的に新た
な取組みや施策に挑戦します。

2

働き方改革の推進に関する基本方針3

挑　　戦1 管内市町や関係機関等との連携により、挑
戦を成果に結びつけます。連携・協働2

様々な課題や県民ニーズに対し、スピード
感をもって取り組みます。県民目線3 職員の挑戦する気持ちを伸ばすことにより、

「チーム大田原」としての組織力を高めます。職員育成4
一人ひとりが健康でのびのびと能力を発揮
できるよう、活力のある職場を創出します。健康管理5

道路を常に安全で快適な状態に保つために、
次のような業務を実施しています。

●河川のパトロール
●損傷した河川堤防の補修
●河川清掃
●河川構造物（護岸、根固工、床
固め等）点検及び補修工事
●油流入等による異常水質対応
●雑草の刈り払い

河川 2
河川を常に安全で潤いのある状態に保つため
に、次のような業務を実施しています。

許認可事務 許認可事務

公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています 公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています

建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町） 建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）

道路法 1

●建築確認申請
　建物を建てるときは、建築基準法により
建築確認申請が必要となります。

●建設リサイクル法
　対象建設工事を行う場合は、特定建設資
材を現場で分別すること及び工事に着手す
る日の7日前までに届出をすることが必要
です。

●特殊建築物等の定期報告制度
　特殊建築物等の所有者（所有者と管理者
が異なる場合は管理者）は、定期に一級建築
士又は二級建築士若しくは資格者証の交付
を受けた調査員（検査員）によりその建築物
等を調査（検査）し、その結果について報告
が必要です。

大田原土木事務所発注の公共工事に伴う建設発生土は、これまで関連工事や他の公共工事との調整を行いながら処理を進めて参りま
したが、更なる建設発生土の有効活用を図るため、一定の要件を満たす民有地についても対象を拡大し、建設発生土の受入候補地を
試行的に募集しています。詳細は大田原土木事務所のホームページをご確認下さい。

土砂災害防止法 4
　土砂災害特別警戒区域内で特定の開発行為を行う場合に
は、許可が必要となります。

①道路占用許可

河川法 2

　道路を使用（占用）する場合には、許可が必要となります。

　河川区域内において土地を使用（占用）したり制限行為（工
作物の設置、盛土、切土等）を行う場合や、河川保全区域内に
おいて制限行為を行う場合には、許可が必要となります。

②道路工事施行承認
　道路の法面埋立て、歩道切り下げ等による車両乗入口の設置、
取付け道の設置等、県が管理する道路と関係する工事を行う場
合には、承認が必要となります。

砂防法など

①砂防指定地（砂防法）　　
②急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地法）
③地すべり防止区域（地すべり等防止法）

3
　次の区域内で制限行為（盛土、切土等）を行う場合には、各
法律に基づく許可が必要となります。

●長期優良住宅
　長期優良住宅の認定は、土木事務所の窓
口に直接申請してください。

●栃木県景観条例
■大規模行為届出
　次のような行為は、栃木県景観条例に基
づく届出が必要です。
・一定基準を超える高さや建築面積の建築物
・一定基準を超える高さや築造面積の工作物
・一定基準を超える面積の開発行為
※塩谷町のみ
　（矢板市、さくら市、那須町は各市町の景
観条例が適用になります。）

●建築台帳等記載事項証明書
　確認済証または検査済証を紛失し、各種
手続に添付書類として必要な場合に、土木
事務所保存の台帳に記載されている事項の
証明書を発行しています。 （例：不動産売買
のため、建物表示登記のため、金融機関提出
書類等）
※発行には手数料が必要となります。

栃木県 大田原土木事務所
〒324-8765 栃木県大田原市本町2丁目2828番地4
電話0287-23-6611（代表） FAX0287-23-5946/8490
E-mail:otawara-dj@pref.tochigi.lg.jp
HPアドレス http://www.pref.tochigi.lg.jp/h57/

大田原土木事務所管内の市町
大田原市　　面積354.36k㎡   人口 70,825人
那須塩原市　面積592.74k㎡   人口 114,487人
那須町　　　面積372.34k㎡   人口 23,341人

区　分
面積
人口
市町村数

栃木県（Ａ） 事務所管内（Ｂ） 調査年月日Ｂ/Ａ

路線数
延長
舗装率
改良率
路線数
延長
舗装率
改良率

一級河川数
一級河川延長
箇所数
面積

県管理国道及び県道延長合計 
県管理国道及び県道橋梁数

6,408k㎡
1,902,023人

25市町
12路線

691,592ｍ
99.6％
98.8％
294路線

2,884,312ｍ
96.5％
88.1％

3,375,904ｍ
2,806橋
292河川

2,474.17㎞
1,597箇所
7,241.51ha
7,196戸

413,344ha
30,119ha
38,874ha

1,319k㎡
208,653人

3市町
3路線

109,085ｍ
100％
99.2％
50路線

537,194ｍ
89.8％
86.1％

646,279ｍ
395橋
75河川

602.08㎞
222箇所（122箇所）

1,353.16ha
450戸

79,075ha
̶     

4,170ha

R5.1.1
R5.3.1
〃

R4.4.1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

R5.4.1
〃

R5.3.31
〃

R5.4.1
〃
〃
〃

20.6%
11,0%
12.0%
25.0%
15.8%
̶   
̶   

17.0%
18.6%
̶   
̶   

18.1%
14.1%
25.7%
24.3%
13.9%
18.7%
6.3%
19.1%
̶   

10.7%

県営住宅数
都市計画区域
市街化区域
用途地域

県管理国道

県管理

砂防指定地

県道
（公社管理除く）

総　務　課

保全管理課

企画調査課

用地第一課

用地第二課

整備第一課

整備第二課

保全第一課

保全第二課

・土木工事の入札契約
・庶務、建設業の許可

■ 職員数　78人
・各種法律に基づく許可
・道路、河川の管理

・土木事業の計画調整
・工事業務委託の監督
・公共用地の取得、補償、登記
 （大田原市、那須町）
・公共用地の取得、補償、登記
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （那須塩原市）

（事務職員25人、技術職員46人、現業職員7人）
■ その他職員　16人
（派遣職員3人、用地事務支援員3人、道路河川監視員7人、事務補助員3人） ・建築関係法令に基づく事務

……………7名

（課員）

………………5名

…………7名

……………8名

…………………6名

……………9名

…………………7名

…………15名

…………………7名

…4名

申請の流れ工事の流れ

建
築
確
認

完
了
検
査

建築物の計画が、
建築基準法その
他の関係法令に
適合しているか
を確認します。

右表規模以
上の工事に
ついて、分
別解体等及
び再資源化
等が義務付
けられます。

工事が完了した
段階で、その建
築物が法令基準
に適合している
かを検査します。

建築物確認申請

確認済証

完了検査申請

検査済証

物件引渡

工事監理とは、工事
が設計計画のとおり
実施されているかど
うかを、照合・確認
することをいいます

工事監理

建築計画の作成

工事監理者選任

工事着工

建築工事

工事完了

完成

使用開始

建築士の資格を有する者

建築士の資格を有する者特定建設工事の種類

建築物の解体

建築物の新築・増設

建築物の修繕・模様替（リフォーム等）

※公共工事については県知事宛「通知書」の提出が必要となります。
　（提出先：所轄土木事務所企画調査課）

規模の基準

80㎡

500㎡

1億円以上

500万円以上

届出先

建築指導担当

建築物以外のものの解体・
新築等（土木工事等）

管　理　部

企画調査部

用　地　部

整　備　部

保　全　部

建築指導担当

所　長

次　長
（事　務）

次　長
（技　術）

※那須塩原市内は那須塩原市、
　大田原市内は大田原市が所管

人口：令和５年3月1日現在
面積：令和５年1月1日現在

県政の基本指針県政の基本指針4

400

400

461

461

53 72

48

紫塚

美原
ＧＳ

ＧＳ
金燈籠

神明町

●那須赤十字病院

大田原土木事務所

大田原高校
●

西那須野駅
西那須野●
　支所

大
田
原・氏
家
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

東
北
新
幹
線

大
田
原・高
林
線

大
田
原・芦
野
線

大田原署
●

那須清峰高校●

●那須拓陽高校

●
大田原市役所

★

●大田原女子高校

大田原土木事務所案内図

宇都宮市

足利市 栃木市

佐野市

日光市

小山市

真岡市

矢板市

益子町

茂木町

市
貝
町芳賀町

壬生町

野木町

那須塩原市

高根沢町

さくら市

那須町

塩谷町

上三川町

鹿沼市

大田原市

下野市

那須烏山市

那珂川町

大田原土木事務所

72
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大田原土木事務所ガイド 大田原土木事務所ガイド

とちまるくん
おおたわらどぼくver.

八幡のつつじ 八幡のつつじ

殺生石 殺生石 那須高原ロングライド 那須高原ロングライド

ハートフルファーム ハートフルファーム

岩観音 岩観音

管内の位置図管内の位置図

管内のデータ及び栃木県に占める割合管内のデータ及び栃木県に占める割合

大田原土木事務所の執行方針大田原土木事務所の執行方針

道路・河川の維持管理 道路・河川の維持管理

大田原土木事務所の組織図大田原土木事務所の組織図

事業執行に関する基本方針
「とちぎ未来創造プラン」および「県土づくりプラン2021」の中間年となる令和5（2023）年度は、
物価高騰等の急激な社会経済情勢の変化にも柔軟に対応できるよう、プランに掲げた各施策を
より積極的に推進し、インフラの整備、維持、管理を通じて、管内の地域発展に努めます。

管内の概要管内の概要
　大田原土木事務所の管内は、栃木県の北東部に位置し、大
田原市、那須塩原市、那須町の2市1町からなっています。総
面積は、約1,319k㎡で県土の約21％、人口は約21万人で県
全体の約11％を占めています。
　地形的には、北に那須連山、東は八溝山地、西は高原山、南
は喜連川丘陵と四方を山地に囲まれ、中央部は那須連山に
源を発する那珂川と白倉山に源を発する箒川に囲まれた広
大な那須扇状地帯です。
　また、日光国立公園や八溝県立自然公園等に代表される
自然環境と、明治の元勲たちによる開拓農場や那須疎水に
よる開拓の歴史及び文化等が調和した地域でもあります。
　施設管理の状況として、道路は、国県道合わせて53路線、
延長約646㎞となり県が管理する国県道全体の約18％を占
めています。河川は、那珂川水系が73河川で延長約592㎞、
久慈川水系が2河川で延長約10㎞、河川延長については県
全体の約24％を占めています。
　そのほか、砂防指定地が222箇所で面積約1,353ha、急傾
斜地崩壊危険区域指定地が31箇所で面積約30ha、地すべ
り防止区域指定地が2箇所で面積が約16haあります。

・「とちぎ未来創造プラン　2021-2025」
・「とちぎ創生15（いちご）戦略（第２期）」
・「とちぎの未来を築く「県土づくりプラン2021」」

●成長を支える広域道路ネットワークの充実・強化
　・国道４００号　西赤田（那須塩原市） ・国道４００号　新富町（大田原市）　　
　・3･4･1号中田原美原線　城山（大田原市） ・国道４６１号　黒羽BP（大田原市）
●誰もが安全で安心して利用できる道づくり
　・西那須野薄葉線　太夫塚（那須塩原市） ・大子那須線　富岡（那須町）
●快適で円滑な移動を支える道づくり　
　・大田原氏家線　親園佐久山BP（大田原市） ・西那須野那須線　黒磯那須BP（那須塩原市、那須町）
　・西那須野那須線　西遅沢（那須塩原市） ・矢板那須線　堰場（那須塩原市）
　・豊原高久線　高久駅前（那須町） ・3･3･3号野崎こ線橋通り　野崎（大田原市、那須塩原市）
　・大子黒羽線　須賀川鹿島（大田原市） ・黒磯棚倉線　梓（那須町）
●未来を見据えた持続可能な道路維持管理
　・スマートフォンを活用した維持管理体制のＤＸ化 ・橋梁の長寿命化対策（全市町）　

　事業の執行、関係機関との関わり方、職員の育成、ライフワークバランスについて、テレワークやＤＸなどの活用により、さ
らなる事務事業の効率化を図ることで、働き方改革を一層推進します。

●道路のパトロール
●損傷した路面や側溝の補修
●路面清掃　●法面点検
●橋梁、トンネル等の点検及び
補修工事
●道路照明灯や案内標識の設置
●除草、街路樹の剪定
●道路の除雪

1

道路 1

道 路 事 業1

●調節池、河積断面確保、堤防強化緊急プロジェクトや防災・減災対策の推進
　・鹿島川　中央（大田原市） ・熊川　島方（那須塩原市）
　・蛇尾川　笹沼（那須塩原市） ・堆積土砂除去　余笹川　外（那須町　外） 
●人的被害軽減のためのソフト対策
　・浸水想定区域図の追加　高野川　外（大田原市、那須塩原市、那須町）　
　・土砂災害警戒危険区域の住民への周知（全市町）　

河川・砂防事業2

●那須高原地域の渋滞対策の推進 ・那須高原線　広谷地（那須町）
 ・那須西郷線　池田（那須町）
●魅力ある水辺環境を創出する多自然川づくりの推進
 ・鹿島川　中央（大田原市）

魅力的で
活力あふれる
地域づくり

3

執務に関する基本方針
社会情勢の潮流を先読みし、積極的に新た
な取組みや施策に挑戦します。

2

働き方改革の推進に関する基本方針3

挑　　戦1 管内市町や関係機関等との連携により、挑
戦を成果に結びつけます。連携・協働2

様々な課題や県民ニーズに対し、スピード
感をもって取り組みます。県民目線3 職員の挑戦する気持ちを伸ばすことにより、

「チーム大田原」としての組織力を高めます。職員育成4
一人ひとりが健康でのびのびと能力を発揮
できるよう、活力のある職場を創出します。健康管理5

道路を常に安全で快適な状態に保つために、
次のような業務を実施しています。

●河川のパトロール
●損傷した河川堤防の補修
●河川清掃
●河川構造物（護岸、根固工、床
固め等）点検及び補修工事
●油流入等による異常水質対応
●雑草の刈り払い

河川 2
河川を常に安全で潤いのある状態に保つため
に、次のような業務を実施しています。

許認可事務 許認可事務

公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています 公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています

建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町） 建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）

道路法 1

●建築確認申請
　建物を建てるときは、建築基準法により
建築確認申請が必要となります。

●建設リサイクル法
　対象建設工事を行う場合は、特定建設資
材を現場で分別すること及び工事に着手す
る日の7日前までに届出をすることが必要
です。

●特殊建築物等の定期報告制度
　特殊建築物等の所有者（所有者と管理者
が異なる場合は管理者）は、定期に一級建築
士又は二級建築士若しくは資格者証の交付
を受けた調査員（検査員）によりその建築物
等を調査（検査）し、その結果について報告
が必要です。

大田原土木事務所発注の公共工事に伴う建設発生土は、これまで関連工事や他の公共工事との調整を行いながら処理を進めて参りま
したが、更なる建設発生土の有効活用を図るため、一定の要件を満たす民有地についても対象を拡大し、建設発生土の受入候補地を
試行的に募集しています。詳細は大田原土木事務所のホームページをご確認下さい。

土砂災害防止法 4
　土砂災害特別警戒区域内で特定の開発行為を行う場合に
は、許可が必要となります。

①道路占用許可

河川法 2

　道路を使用（占用）する場合には、許可が必要となります。

　河川区域内において土地を使用（占用）したり制限行為（工
作物の設置、盛土、切土等）を行う場合や、河川保全区域内に
おいて制限行為を行う場合には、許可が必要となります。

②道路工事施行承認
　道路の法面埋立て、歩道切り下げ等による車両乗入口の設置、
取付け道の設置等、県が管理する道路と関係する工事を行う場
合には、承認が必要となります。

砂防法など

①砂防指定地（砂防法）　　
②急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地法）
③地すべり防止区域（地すべり等防止法）

3
　次の区域内で制限行為（盛土、切土等）を行う場合には、各
法律に基づく許可が必要となります。

●長期優良住宅
　長期優良住宅の認定は、土木事務所の窓
口に直接申請してください。

●栃木県景観条例
■大規模行為届出
　次のような行為は、栃木県景観条例に基
づく届出が必要です。
・一定基準を超える高さや建築面積の建築物
・一定基準を超える高さや築造面積の工作物
・一定基準を超える面積の開発行為
※塩谷町のみ
　（矢板市、さくら市、那須町は各市町の景
観条例が適用になります。）

●建築台帳等記載事項証明書
　確認済証または検査済証を紛失し、各種
手続に添付書類として必要な場合に、土木
事務所保存の台帳に記載されている事項の
証明書を発行しています。 （例：不動産売買
のため、建物表示登記のため、金融機関提出
書類等）
※発行には手数料が必要となります。

栃木県 大田原土木事務所
〒324-8765 栃木県大田原市本町2丁目2828番地4
電話0287-23-6611（代表） FAX0287-23-5946/8490
E-mail:otawara-dj@pref.tochigi.lg.jp
HPアドレス http://www.pref.tochigi.lg.jp/h57/

大田原土木事務所管内の市町
大田原市　　面積354.36k㎡   人口 70,825人
那須塩原市　面積592.74k㎡   人口 114,487人
那須町　　　面積372.34k㎡   人口 23,341人

区　分
面積
人口
市町村数

栃木県（Ａ） 事務所管内（Ｂ） 調査年月日Ｂ/Ａ

路線数
延長
舗装率
改良率
路線数
延長
舗装率
改良率

一級河川数
一級河川延長
箇所数
面積

県管理国道及び県道延長合計 
県管理国道及び県道橋梁数

6,408k㎡
1,902,023人

25市町
12路線

691,592ｍ
99.6％
98.8％
294路線

2,884,312ｍ
96.5％
88.1％

3,375,904ｍ
2,806橋
292河川

2,474.17㎞
1,597箇所
7,241.51ha
7,196戸

413,344ha
30,119ha
38,874ha

1,319k㎡
208,653人

3市町
3路線

109,085ｍ
100％
99.2％
50路線

537,194ｍ
89.8％
86.1％

646,279ｍ
395橋
75河川

602.08㎞
222箇所（122箇所）

1,353.16ha
450戸

79,075ha
̶     

4,170ha

R5.1.1
R5.3.1
〃

R4.4.1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

R5.4.1
〃

R5.3.31
〃

R5.4.1
〃
〃
〃

20.6%
11,0%
12.0%
25.0%
15.8%
̶   
̶   

17.0%
18.6%
̶   
̶   

18.1%
14.1%
25.7%
24.3%
13.9%
18.7%
6.3%
19.1%
̶   

10.7%

県営住宅数
都市計画区域
市街化区域
用途地域

県管理国道

県管理

砂防指定地

県道
（公社管理除く）

総　務　課

保全管理課

企画調査課

用地第一課

用地第二課

整備第一課

整備第二課

保全第一課

保全第二課

・土木工事の入札契約
・庶務、建設業の許可

■ 職員数　78人
・各種法律に基づく許可
・道路、河川の管理

・土木事業の計画調整
・工事業務委託の監督
・公共用地の取得、補償、登記
 （大田原市、那須町）
・公共用地の取得、補償、登記
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （那須塩原市）

（事務職員25人、技術職員46人、現業職員7人）
■ その他職員　16人
（派遣職員3人、用地事務支援員3人、道路河川監視員7人、事務補助員3人） ・建築関係法令に基づく事務

……………7名

（課員）

………………5名

…………7名

……………8名

…………………6名

……………9名

…………………7名

…………15名

…………………7名

…4名

申請の流れ工事の流れ

建
築
確
認

完
了
検
査

建築物の計画が、
建築基準法その
他の関係法令に
適合しているか
を確認します。

右表規模以
上の工事に
ついて、分
別解体等及
び再資源化
等が義務付
けられます。

工事が完了した
段階で、その建
築物が法令基準
に適合している
かを検査します。

建築物確認申請

確認済証

完了検査申請

検査済証

物件引渡

工事監理とは、工事
が設計計画のとおり
実施されているかど
うかを、照合・確認
することをいいます

工事監理

建築計画の作成

工事監理者選任

工事着工

建築工事

工事完了

完成

使用開始

建築士の資格を有する者

建築士の資格を有する者特定建設工事の種類

建築物の解体

建築物の新築・増設

建築物の修繕・模様替（リフォーム等）

※公共工事については県知事宛「通知書」の提出が必要となります。
　（提出先：所轄土木事務所企画調査課）

規模の基準

80㎡

500㎡

1億円以上

500万円以上

届出先

建築指導担当

建築物以外のものの解体・
新築等（土木工事等）

管　理　部

企画調査部

用　地　部

整　備　部

保　全　部

建築指導担当

所　長

次　長
（事　務）

次　長
（技　術）

※那須塩原市内は那須塩原市、
　大田原市内は大田原市が所管

人口：令和５年3月1日現在
面積：令和５年1月1日現在

県政の基本指針県政の基本指針4

400

400

461

461

53 72

48

紫塚

美原
ＧＳ

ＧＳ
金燈籠

神明町

●那須赤十字病院

大田原土木事務所

大田原高校
●

西那須野駅
西那須野●
　支所

大
田
原・氏
家
線

Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
線

東
北
新
幹
線

大
田
原・高
林
線

大
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野
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大田原署
●

那須清峰高校●

●那須拓陽高校

●
大田原市役所

★

●大田原女子高校

大田原土木事務所案内図

宇都宮市

足利市 栃木市

佐野市

日光市

小山市

真岡市

矢板市

益子町

茂木町

市
貝
町芳賀町

壬生町

野木町

那須塩原市

高根沢町

さくら市

那須町

塩谷町

上三川町

鹿沼市

大田原市

下野市

那須烏山市

那珂川町

大田原土木事務所
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とちまるくん
おおたわらどぼく ver.

八幡のつつじ八幡のつつじ

殺生石殺生石那須高原ロングライド那須高原ロングライド

ハートフルファームハートフルファーム

岩観音岩観音

管内の位置図 管内の位置図

管内のデータ及び栃木県に占める割合 管内のデータ及び栃木県に占める割合

大田原土木事務所の執行方針 大田原土木事務所の執行方針

道路・河川の維持管理道路・河川の維持管理

大田原土木事務所の組織図 大田原土木事務所の組織図

事業執行に関する基本方針
「とちぎ未来創造プラン」および「県土づくりプラン2021」の中間年となる令和5（2023）年度は、
物価高騰等の急激な社会経済情勢の変化にも柔軟に対応できるよう、プランに掲げた各施策を
より積極的に推進し、インフラの整備、維持、管理を通じて、管内の地域発展に努めます。

管内の概要 管内の概要
　大田原土木事務所の管内は、栃木県の北東部に位置し、大
田原市、那須塩原市、那須町の2市1町からなっています。総
面積は、約1,319k㎡で県土の約21％、人口は約21万人で県
全体の約11％を占めています。
　地形的には、北に那須連山、東は八溝山地、西は高原山、南
は喜連川丘陵と四方を山地に囲まれ、中央部は那須連山に
源を発する那珂川と白倉山に源を発する箒川に囲まれた広
大な那須扇状地帯です。
　また、日光国立公園や八溝県立自然公園等に代表される
自然環境と、明治の元勲たちによる開拓農場や那須疎水に
よる開拓の歴史及び文化等が調和した地域でもあります。
　施設管理の状況として、道路は、国県道合わせて53路線、
延長約646㎞となり県が管理する国県道全体の約18％を占
めています。河川は、那珂川水系が73河川で延長約592㎞、
久慈川水系が2河川で延長約10㎞、河川延長については県
全体の約24％を占めています。
　そのほか、砂防指定地が222箇所で面積約1,353ha、急傾
斜地崩壊危険区域指定地が31箇所で面積約30ha、地すべ
り防止区域指定地が2箇所で面積が約16haあります。

・「とちぎ未来創造プラン　2021-2025」
・「とちぎ創生15（いちご）戦略（第２期）」
・「とちぎの未来を築く「県土づくりプラン2021」」

●成長を支える広域道路ネットワークの充実・強化
　・国道４００号　西赤田（那須塩原市） ・国道４００号　新富町（大田原市）　　
　・3･4･1号中田原美原線　城山（大田原市） ・国道４６１号　黒羽BP（大田原市）
●誰もが安全で安心して利用できる道づくり
　・西那須野薄葉線　太夫塚（那須塩原市） ・大子那須線　富岡（那須町）
●快適で円滑な移動を支える道づくり　
　・大田原氏家線　親園佐久山BP（大田原市） ・西那須野那須線　黒磯那須BP（那須塩原市、那須町）
　・西那須野那須線　西遅沢（那須塩原市） ・矢板那須線　堰場（那須塩原市）
　・豊原高久線　高久駅前（那須町） ・3･3･3号野崎こ線橋通り　野崎（大田原市、那須塩原市）
　・大子黒羽線　須賀川鹿島（大田原市） ・黒磯棚倉線　梓（那須町）
●未来を見据えた持続可能な道路維持管理
　・スマートフォンを活用した維持管理体制のＤＸ化 ・橋梁の長寿命化対策（全市町）　

　事業の執行、関係機関との関わり方、職員の育成、ライフワークバランスについて、テレワークやＤＸなどの活用により、さ
らなる事務事業の効率化を図ることで、働き方改革を一層推進します。

●道路のパトロール
●損傷した路面や側溝の補修
●路面清掃　●法面点検
●橋梁、トンネル等の点検及び
補修工事
●道路照明灯や案内標識の設置
●除草、街路樹の剪定
●道路の除雪

1

道路1

道路事業 1

●調節池、河積断面確保、堤防強化緊急プロジェクトや防災・減災対策の推進
　・鹿島川　中央（大田原市） ・熊川　島方（那須塩原市）
　・蛇尾川　笹沼（那須塩原市） ・堆積土砂除去　余笹川　外（那須町　外） 
●人的被害軽減のためのソフト対策
　・浸水想定区域図の追加　高野川　外（大田原市、那須塩原市、那須町）　
　・土砂災害警戒危険区域の住民への周知（全市町）　

河川・砂防事業 2

●那須高原地域の渋滞対策の推進 ・那須高原線　広谷地（那須町）
 ・那須西郷線　池田（那須町）
●魅力ある水辺環境を創出する多自然川づくりの推進
 ・鹿島川　中央（大田原市）

魅力的で
活力あふれる
地域づくり

3

執務に関する基本方針
社会情勢の潮流を先読みし、積極的に新た
な取組みや施策に挑戦します。

2

働き方改革の推進に関する基本方針 3

挑　　戦 1
管内市町や関係機関等との連携により、挑
戦を成果に結びつけます。 連携・協働 2

様々な課題や県民ニーズに対し、スピード
感をもって取り組みます。 県民目線 3

職員の挑戦する気持ちを伸ばすことにより、
「チーム大田原」としての組織力を高めます。 職員育成 4

一人ひとりが健康でのびのびと能力を発揮
できるよう、活力のある職場を創出します。 健康管理 5

道路を常に安全で快適な状態に保つために、
次のような業務を実施しています。

●河川のパトロール
●損傷した河川堤防の補修
●河川清掃
●河川構造物（護岸、根固工、床
固め等）点検及び補修工事
●油流入等による異常水質対応
●雑草の刈り払い

河川2 河川を常に安全で潤いのある状態に保つため
に、次のような業務を実施しています。

許認可事務許認可事務

公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています公共工事で発生した土の受け入れ候補地を募集しています

建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）建築関係事務（矢板市、さくら市、塩谷町、那須町）

道路法1

●建築確認申請
　建物を建てるときは、建築基準法により
建築確認申請が必要となります。

●建設リサイクル法
　対象建設工事を行う場合は、特定建設資
材を現場で分別すること及び工事に着手す
る日の7日前までに届出をすることが必要
です。

●特殊建築物等の定期報告制度
　特殊建築物等の所有者（所有者と管理者
が異なる場合は管理者）は、定期に一級建築
士又は二級建築士若しくは資格者証の交付
を受けた調査員（検査員）によりその建築物
等を調査（検査）し、その結果について報告
が必要です。

大田原土木事務所発注の公共工事に伴う建設発生土は、これまで関連工事や他の公共工事との調整を行いながら処理を進めて参りま
したが、更なる建設発生土の有効活用を図るため、一定の要件を満たす民有地についても対象を拡大し、建設発生土の受入候補地を
試行的に募集しています。詳細は大田原土木事務所のホームページをご確認下さい。

土砂災害防止法4
　土砂災害特別警戒区域内で特定の開発行為を行う場合に
は、許可が必要となります。

①道路占用許可

河川法2

　道路を使用（占用）する場合には、許可が必要となります。

　河川区域内において土地を使用（占用）したり制限行為（工
作物の設置、盛土、切土等）を行う場合や、河川保全区域内に
おいて制限行為を行う場合には、許可が必要となります。

②道路工事施行承認
　道路の法面埋立て、歩道切り下げ等による車両乗入口の設置、
取付け道の設置等、県が管理する道路と関係する工事を行う場
合には、承認が必要となります。

砂防法など

①砂防指定地（砂防法）　　
②急傾斜地崩壊危険区域（急傾斜地法）
③地すべり防止区域（地すべり等防止法）

3
　次の区域内で制限行為（盛土、切土等）を行う場合には、各
法律に基づく許可が必要となります。

●長期優良住宅
　長期優良住宅の認定は、土木事務所の窓
口に直接申請してください。

●栃木県景観条例
■大規模行為届出
　次のような行為は、栃木県景観条例に基
づく届出が必要です。
・一定基準を超える高さや建築面積の建築物
・一定基準を超える高さや築造面積の工作物
・一定基準を超える面積の開発行為
※塩谷町のみ
　（矢板市、さくら市、那須町は各市町の景
観条例が適用になります。）

●建築台帳等記載事項証明書
　確認済証または検査済証を紛失し、各種
手続に添付書類として必要な場合に、土木
事務所保存の台帳に記載されている事項の
証明書を発行しています。 （例：不動産売買
のため、建物表示登記のため、金融機関提出
書類等）
※発行には手数料が必要となります。

栃木県 大田原土木事務所
〒324-8765 栃木県大田原市本町2丁目2828番地4
電話0287-23-6611（代表） FAX0287-23-5946/8490
E-mail:otawara-dj@pref.tochigi.lg.jp
HPアドレス http://www.pref.tochigi.lg.jp/h57/

大田原土木事務所管内の市町
大田原市　　面積354.36k㎡   人口 70,825人
那須塩原市　面積592.74k㎡   人口 114,487人
那須町　　　面積372.34k㎡   人口 23,341人

区　分
面積
人口
市町村数

栃木県（Ａ）事務所管内（Ｂ）調査年月日 Ｂ/Ａ

路線数
延長
舗装率
改良率
路線数
延長
舗装率
改良率

一級河川数
一級河川延長
箇所数
面積

県管理国道及び県道延長合計 
県管理国道及び県道橋梁数

6,408k㎡
1,902,023人

25市町
12路線

691,592ｍ
99.6％
98.8％
294路線

2,884,312ｍ
96.5％
88.1％

3,375,904ｍ
2,806橋
292河川

2,474.17㎞
1,597箇所
7,241.51ha
7,196戸

413,344ha
30,119ha
38,874ha

1,319k㎡
208,653人

3市町
3路線

109,085ｍ
100％
99.2％
50路線

537,194ｍ
89.8％
86.1％

646,279ｍ
395橋
75河川

602.08㎞
222箇所（122箇所）

1,353.16ha
450戸

79,075ha
̶     

4,170ha

R5.1.1
R5.3.1
〃

R4.4.1
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

R5.4.1
〃

R5.3.31
〃

R5.4.1
〃
〃
〃

20.6%
11,0%
12.0%
25.0%
15.8%
̶   
̶   

17.0%
18.6%
̶   
̶   

18.1%
14.1%
25.7%
24.3%
13.9%
18.7%
6.3%
19.1%
̶   

10.7%

県営住宅数
都市計画区域
市街化区域
用途地域

県管理国道

県管理

砂防指定地

県道
（公社管理除く）

総　務　課

保全管理課

企画調査課

用地第一課

用地第二課

整備第一課

整備第二課

保全第一課

保全第二課

・土木工事の入札契約
・庶務、建設業の許可

■ 職員数　78人
・各種法律に基づく許可
・道路、河川の管理

・土木事業の計画調整
・工事業務委託の監督
・公共用地の取得、補償、登記
 （大田原市、那須町）
・公共用地の取得、補償、登記
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の整備
 （那須塩原市）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （大田原市、那須町）
・道路、河川、砂防施設の維持管理
 （那須塩原市）

（事務職員25人、技術職員46人、現業職員7人）
■ その他職員　16人
（派遣職員3人、用地事務支援員3人、道路河川監視員7人、事務補助員3人）・建築関係法令に基づく事務

……………7名

（課員）

………………5名

…………7名

……………8名

…………………6名

……………9名

…………………7名

…………15名

…………………7名

…4名

申請の流れ 工事の流れ

建
築
確
認

完
了
検
査

建築物の計画が、
建築基準法その
他の関係法令に
適合しているか
を確認します。

右表規模以
上の工事に
ついて、分
別解体等及
び再資源化
等が義務付
けられます。

工事が完了した
段階で、その建
築物が法令基準
に適合している
かを検査します。

建築物確認申請

確認済証

完了検査申請

検査済証

物件引渡

工事監理とは、工事
が設計計画のとおり
実施されているかど
うかを、照合・確認
することをいいます

工事監理

建築計画の作成

工事監理者選任

工 事 着 工

建 築 工 事

工 事 完 了

完 成

使 用 開 始

建築士の資格を有する者

建築士の資格を有する者 特定建設工事の種類

建築物の解体

建築物の新築・増設

建築物の修繕・模様替（リフォーム等）

※公共工事については県知事宛「通知書」の提出が必要となります。
　（提出先：所轄土木事務所企画調査課）

規模の基準

80㎡

500㎡

1億円以上

500万円以上

届出先

建築指導担当

建築物以外のものの解体・
新築等（土木工事等）

管　理　部

企画調査部

用　地　部

整　備　部

保　全　部

建築指導担当

所　長

次　長
（事　務）

次　長
（技　術）

※那須塩原市内は那須塩原市、
　大田原市内は大田原市が所管

人口：令和５年3月1日現在
面積：令和５年1月1日現在

県政の基本指針 県政の基本指針
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那須塩原市那須塩原市

一般国道400号4

●那須塩原市西赤田
●快適で安全な道づくり事業（補助）
●全体計画 L=2,500m、W=25.0～30.0m、
 C=約28億円
●事業期間　平成29年度～

　重要物流道路として高速道路や工業団地等へ
のアクセス強化、国道４号西那須野道路との一体
的整備による交通ネットワークの強化を図るた
め、道路拡幅整備を実施しています。

一般県道 豊原高久線6

●那須町寺子～高久甲
●快適で安全な道づくり事業費（補助）
●全体計画　L=2,300m、W=11.00m
　　　　　　C=約13億円
●事業期間　令和元年度～

　那須町中心部と那須塩原市（旧黒磯市中心部）
間の安全で円滑な交通を確保し、連携強化・交
流促進を図るため、幅員狭小部および線形屈曲
部の道路改良事業を実施しています。

主要地方道 那須西郷線7

●那須町池田
●快適で安全な道づくり事業（交付金）
●全体計画　L=700m、W=10.5m
　　　　　　C=約４億円 
●事業期間　令和４年度～

　観光シーズンの渋滞が著しく、交差点を中心
に円滑な通行に支障をきたしており、那須高原
エリアの周遊性向上を図るため、交差点改良を
含めた道路改良事業を実施しています。

主要地方道 黒磯棚倉線8

●那須町梓
●土砂災害対策道路事業(補助) 
●全体計画　L=700m
　　　　　　C=約9億円
●事業期間　平成24年度～

　本事業は、平成8年および平成28年の道路防
災点検において要対策とされた箇所の災害防除
工事を実施することにより、道路上への落石等を
未然に防ぎ、道路の安全性向上を図るものです。

主要地方道 黒磯棚倉線
昭明橋

9

●那須塩原市鍋掛（昭明橋)
●道路保全事業（補助）
●全体計画　L=115.0ｍ、W=8.0m、
　　　　　　C=約4.5億円
●事業期間　令和2年度～令和5年度

　昭明橋は平成元年に架設され、平成 29 年に実
施した法定点検の結果、桁や床版の損傷が著し
く早急な対応が必要と判断されたため、橋梁補
修工事を実施するものです。

主要地方道 矢板那須線3

●那須塩原市金沢上～下田野
●快適で安全な道づくり事業費（交付金）
●全体計画　L=1，000m、W=10.5m
　　　　　　C=約10億円
●事業期間　平成26年度～

　国道4号の補助幹線として県北地域の物流や
通勤、観光周遊ルートを支える道路の狭隘区間
を解消し、安全で円滑な交通を確保するため、バ
イパス整備を実施しています。

主要地方道 大子黒羽線2

●大田原市須賀川鹿島
●快適で安全な道づくり事業費（交付金）
●全体計画　L=800m、W=9.50m
　　　　　　C=約2.5億円
●事業期間　令和４年度～

　茨城県大子町から大田原市黒羽地区までのア
クセス向上や、地域間連携・交流の強化や観光活
性化を図るため、幅員狭小部の道路改良事業を
実施しています。

主要地方道　西那須野那須線
黒磯那須バイパス

5

●那須塩原市北栄町～那須町筒地
●快適で安全な道づくり事業（交付金）
●全体計画　Ｌ＝2,100ｍ、Ｗ＝12.0ｍ
　　　　　　Ｃ＝約32億円
●事業期間　平成28年度～

　那須塩原市と那須町の連携強化、渋滞の解消
及び観光地である那須高原エリアの周遊性向上
を目的に、安全で円滑な交通を確保するため、
バイパス整備を実施しています。

至 那須至 那須
那珂川那珂川

至 西那須野至 西那須野

都市計画道路
３・４・１号中田原美原線

11

●大田原市城山
●街路づくり事業（交付金）
●全体計画　L=640m、W=15.0m
　　　　　　C＝約20億円
●事業期間　令和2年度～

　快適で安全な道路空間の確保、電線類地中化
による防災機能向上、美しい景観の創出を図る
ため、現道拡幅及び電線類地中化整備を実施し
ています。

都市計画道路
３・３・３号野崎こ線橋通り

10

●大田原市野崎～那須塩原市一区町
●街路づくり事業（交付金）
●全体計画　Ｌ＝940ｍ、Ｗ＝15.0～26.5ｍ
　　　　　　Ｃ＝約25億円
●事業期間　平成30年度～

　通勤時の渋滞解消と野崎工業団地の産業支援
のため、JR 東北本線をオーバーパスするバイ
パス整備を実施しています。

東北新幹線国道461号

西那須野薄葉線

東北本線

東北新幹線国道461号

西那須野薄葉線

東北本線

主要地方道 大子黒羽線16

●大田原市須賀川宿
●快適で安全な道づくり事業（補助）
●全体計画　L=600m
　　　　　　C=約3億円
●事業期間　平成26年度～令和4年度

　本工区は、人家連担地区にもかかわらず幅員
狭小で、大型車のすれ違いが困難な状況や、歩道
も無いことから安全な通行の支障となっていま
した。
　このたび、令和5年1月に完成し、安全で円滑
な交通の確保が図られました。

田町一号沢

●大田原市黒羽田町
●砂防施設づくり事業（補助）
●全体計画　堰堤工　1基
　　　　　　C=約1.5億円
●事業期間　令和元年度～令和4年度

　本工区は、土砂災害警戒区域に指定され、下流
には人家、公共的建物等があります。このたび、
土石流による被害軽減のため砂防堰堤設備の整
備を行い、令和5年3月に完成し、保全対象人家
等の安全性が確保されました。
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那須合同庁舎19

●大田原市本町
●地方合同庁舎整備費（県単）
●全体計画　C=約4億円
●事業期間　令和元年度～令和4年度

　大田原市内の４箇所に分散配置していた老朽化
した行政施設において、効率的な管理運営及び県
民サービス向上を図るため、那須庁舎の外構工事
を実施しました。

主要地方道 大田原氏家線
親園佐久山バイパス

1

●大田原市親園～佐久山
●快適で安全な道づくり事業費（交付金）
●全体計画　L=2,200m、W=11.75m
　　　　　　C=約30億円
●事業期間　平成21年度～

　県北部地域の道路ネットワークの強化を図る
とともに、自動車・自転車・歩行者の安全で円
滑な交通を確保するため、箒川を渡河するバイ
パス整備を実施しています。

至 氏家至 氏家

箒川箒川

至 大田原至 大田原

蛇尾川14

●那須塩原市笹沼
●砂防施設づくり事業費（交付金）
●全体計画　床固工７基、帯工８基
　　　　　　C＝12.9億円
●事業期間　平成24年度～

　現河道に堆積している不安定土砂の移動によ
る河道閉塞や、異常洗掘等による下流域での土
砂災害を未然に防止するため、砂防施設の整備
を実施しています。

山中沢18

●那須町寄居
●砂防施設づくり事業（補助）
●全体計画　砂防堰堤１基　Ｃ=約１億円 
●事業期間　平成31年度～令和4年度

　山中沢下流の人家や緊急輸送道路等を土砂災
害から未然に防ぐため、砂防堰堤の整備を実施
していました。このたび、砂防堰堤設備が令和
5 年３月に完成し、保全対象人家等の安全が確
保されました。

一級河川　鹿島川12

●大田原市中央
●安全な川づくり事業（交付金）
●全体計画　Ｌ＝1,000ｍ、調節池２箇所
　　　　　　Ｃ＝約20億円
●事業期間　平成29年度～

　溢水による被害を解消するため、一級河川上
流端から国道400号に架かる神明橋までの区間
において、河川改修と調節池整備を実施してい
ます。

一級河川　熊川13

●大田原市荒井～那須塩原市箕輪
●安全な川づくり事業（補助、交付金）
●全体計画　Ｌ＝11,900ｍ
　　　　　　Ｃ＝約37億円
●事業期間　平成19年度～

　洪水による被害を解消するため、大田原市内
蛇尾川合流点から箕輪橋までの区間において河
川改修工事を実施しています。

木下沢15

●那須町　蓑沢
●砂防施設づくり事業（補助）
●全体計画　砂防堰堤１基
　　　　　　事業費 C＝約２億円
●事業期間　令和２年度～

　木下沢下流の人家や緊急輸送道路を土砂災害
から未然に防ぐため、砂防堰堤の整備を実施し
ています。

令和５年度の主要事業 大田原土木事務所管内図

令
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年
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の
成
果


